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で重要となる 16 個の概念に対応する設問 51 項目を独自に作















告されている １ -３ ）. 子育てに自信をなくした親がその自信を











































博士後期課程に在籍する 9 名の作業療法士，および 4 歳 6 ヵ
月～ 10 歳 0 ヵ月の知的障害児を育てる母親 8 名を対象とした
．母親 8 名の平均年齢は 32.1 歳（標準偏差 1.48，範囲 28-36
）であった．  
設問項目の内容的妥当性の検討は，近畿地区の早期療育通
園施設（ 16 施設）で療育を実践している経験年数 13 年以上
の療育スタッフ（作業療法士，理学療法士，言語聴覚士，保
育士，臨床心理士，看護師，ケースワーカー）のうち，研究
への協力に同意を得られた 32 名を対象者とした．  
 
2. 設問項目の作成  
概念と設問項目との対応を図るために，予備 的研究 ６ )のデ
ータから，母親たちの「子育ての出来事の意味」を浮き彫り




は表１に示すように， 4 つのテーマ 16 の概念から成る 51 項
目が作成された．その内訳は，＜母親役割の変遷＞ 19 項目，
＜子育て方針の変化＞ 10 項目，＜育児期における母親間の関
係＞ 9 項目，＜夫婦関係＞ 13 項目である．  
 









4. 設問項目の内容的妥当性の検討  
内容的妥当性の検証は 3 段階からなる Delphi process８ ,９





















意差検定にはχ 2 検定を用い，有意水準は 0.05 以下とした．   
 








1) 対象者の人数  
 第一段階は 2005 年 8 月から 9 月にかけて実施され，研究協
力に同意した 32 名中 26 名から有効回答が得られた．対象者
の平均経験年数は 20.9 年（標準偏差 4.86，範囲 13-30）であ
った．第二段階は 2005 年 10 月から 2006 年 3 月にかけて実施
され，26 名中 20 名から有効回答が得られた．第三段階は 2006
年 4 月から 8 月にかけて実施され， 20 名中 14 名から有効回
答が得られた（表 2）．  
2) コンセンサスの結果  
 表 3 は第一段階，表 4 は第二段階の集計値を設問毎に示し
たものである．第一段階では， 51 項目中 32 項目（ 62％）が
同意を得たと判断された．第二段階では，再度評 定を求めた
19 項目中 4 項目（ 21％）に同意を得た．第二段階までに得ら
れた同意のテーマ別内訳は，「母親役割の変遷」は 19 項目中
12 項目の同意（ 63％），「子育て方針の変化」は 10 項目中 7
項目の同意（ 70％），「母親間の関係」は 9 項目中 8 項目の同


























の概念 5，概念 9，概念 13，概念 16 に対応する設問が各 1 項
目しか残らなかった点は，構成概念妥当性 を検討する際に問





































表現は非同意の要因になったと考えられる．   






























結   論  
 
予備的研究の結果から 16 個の概念に対応する設問 51 項目
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概念 7 問 7． この母親は子どものセルフケアの自立にむけた指導に意識を向けていると思われる
23, 「子どもの世話のために家事の手を止めると，いらついたり，きつくあたってしまうので，家で身辺処理の手順を教える際には，




概念 8 26, 「他の子より発達が遅いことに不安を感じていましたが，保育所のお友だちと叩きあいながらも遊ぶ姿を見てからは気にしないように
 なりました」
27, 「子どもにべったりから卒業するために，家庭では親子遊びに加え，子どもが一人で遊ぶ時間を作るようにしました」
概念 9 28, 「子どもが自分の思い通りならないからと八つ当たりしないように，お茶やタバコで息抜きする時間を作るようになりました」 
29, 「養育方針は先生の言うことに従うのではなく自分の考えで決めないと，何をやっても後悔すると思うようになりました」　







































































































同意 同意 同意 同意
できる％ できない％ できる％ できない％
1 1. 88 12 15.384 ** 1 3. 58 42 0.615 ns
2. 77 23 7.538 ** 4. 62 38 1.384 ns
2 7. 81 19 9.846 ** 2 5. 65 35 2.461 ns
3 8. 96 4 22.153 ** 6. 54 46 0.153 ns
11. 88 12 15.384 ** 3 9. 50 50 0.000 ns
12. 92 8 18.615 ** 10. 65 35 2.461 ns
4 13. 77 23 7.538 ** 4 16. 73 27 5.538 * 
14. 92 8 18.615 ** 5 17. 69 31 3.846 * 
15. 92 8 18.615 ** 18. 62 38 1.384 ns
5 19. 85 15 12.461 ** 6 20. 42 58 0.615 ns
6 22. 77 23 7.538 ** 21. 42 58 0.615 ns
7 23. 77 23 7.538 ** 8 26. 58 42 0.615 ns
24. 88 12 15.384 ** 9 29. 69 31 3.846 * 
25. 81 19 9.846 **
8 27. 88 12 15.384 **
9 28. 77 23 7.538 **
10 30. 88 12 15.384 ** 13 39. 69 31 3.846 * 
31. 92 8 18.615 ** 41. 69 31 3.846 * 
32. 96 4 22.153 ** 14 43. 46 54 0.153 ns
11 33. 81 19 9.846 ** 16 49. 73 27 5.538 * 
34. 81 19 9.846 ** 50. 62 38 1.384 ns
35. 81 19 9.846 **
12 36. 96 4 22.153 **
37. 92 8 18.615 **
13 40. 81 19 9.846 **
14 42. 77 23 7.538 **
44. 77 23 7.538 **
45. 81 19 9.846 **
15 46. 85 15 12.461 **
47. 92 8 18.615 **
48. 77 23 7.538 **
16 51. 92 8 18.615  **
  **p<0.01 ，* p<0.05 ，＋：0.05<p<0.10 ，ns：0.10<p
12 38. 65
表３  第一段階 の評定結果
χ2値
35 2.461 ns






















































同意 同意 同意 同意
できる％ できない％ できる％ できない％
3. 45 55  0.200 ns
4. 45 55  0.200 ns
2 6. 65 35  1.800 ns
9. 55 45  0.200 ns
10. 70 30  3.200 ＋
17. 50 50  0.000 ns
18. 55 45  0.200 ns
同意 同意
できる％ できない％
39. 55 45  0.200 ns
41. 30 70 3.200 ＋
14 43. 55 45  0.200 ns
49. 55 45 0.200 ns
50. 65 35  1.800 ns
  **p<0.01 ，* p<0.05 ，＋：0.05<p<0.10 ，ns：0.10<p
6 20. 45 55  0.200 ns
9 29. 70 30 3.200 ＋
80 20 7.200 **




8 26. 80 20 7.200 **
12 38. 55 45  0.200 ns
②「非同意群」へのコンセンサスを得た項目








テーマ 概念 項目 χ2値 テーマ 概念 項目


















































































 Validity of the child-nurturing empowerment questionnaire 
for mothers of mentally disabled children. 
 
By 
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From 
※１Hyogo University of Health Sciences 
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We developed a questionnaire for clarifying the state of independent 
child-nurturing that was beneficial for mothers of mentally disabled 
children in overcoming the psychological crisis in childrearing. The question 
items were created, and the content validity was verified.  
The 51 question items corresponding to 16 concepts that are important 
for mothers to regain confidence in childrearing were originally made from 
the preliminary research outcome that made mentally disabled children's 
mothers subjects of the investigation, and the validity of the content was 
examined in accordance with Delphi process.  
As a result, 35 items finally obtained the consensus of "Agreement".  
The question items examining the construct validity were made by this 
research, and the possibility of questionnaire development was realized. 
 
Key words：Mother guidance，Mentally disabled child，Evaluation， 
Health Promotion  
 
